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＜タイトル＞

リンゴの摘果が楽にできるハサミを開発

－新しい3枚刃構造で手の負担を軽減－

＜当該研究成果のポイント＞

リンゴの摘果は、着果後の5月から肥大が進む前の6月までに行う必要があ

り、作業適期が限られている。また、摘果は葉を避けながら果梗を1本1本切

断する細かい手作業であるため、労働負担の軽減と作業の効率化が望まれて

いた。

開発したハサミは、3枚刃構造で摘果部に挿入しやすく、一度の開閉動作

で多くの果梗を切断できるので、慣行ハサミによる摘果に比べハサミの開閉

回数が30%減少、作業時間を15%削減できた。

＜期待される効果・今後の展開など＞

取扱性については慣行のハサミと同等であり、慣行より効率的であること

から、手の負担軽減と作業の効率化に期待。

生産者によるモニター利用試験後、平成25年度中に市販化予定。
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リンゴの摘果が楽にできるハサミを開発

・３枚刃構造で摘果部に挿入しやすく、一度の開閉動作
で多くの果梗を切断できるハサミを開発。
・慣行ハサミに比べ開閉回数が30%減少、作業時間を
15%削減でき、手の負担軽減と作業の効率化に期待。

開発した摘果ハサミ 中央刃を中心果に合わせる
ことで果そうに挿入しやすく、
複数果梗を同時に切りそろ
えやすい

開発した摘果ハサミの効果
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